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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文の目的は、当時のアメリカ・カリキュラム諸理論の歴史的な文脈を踏まえ、デューイのカリ
キュラム理論とアメリカ・ヘルバルト主義のカリキュラム理論との関連を考察した上で、デューイ実
験学校の統合的なカリキュラムの開発過程とその授業実践の実態について解明することである。 
第１章と第２章では、当時、伝統的なカリキュラムを支持する人文主義者、それらと対峙する形で
存在した発達主義者、社会効率主義者、社会改良主義者の各カリキュラム理論の特徴について検討し、
アメリカ・ヘルバルト主義のカリキュラム理論とデューイによるその批判的受容、再解釈及び再構築
について考察した。デューイは、これら改革者集団やアメリカ・ヘルバルト主義のカリキュラム論を
越え、子どもの生活と生活経験に関するカリキュラムの統合、相関を追究したのであった。 
  第３章では、デューイが、当時の人文主義者による論理学的な立場と発達主義者による心理学的な
立場との継続的な論争において、彼らが本質的に誤った問題について論争していることを指摘し、そ
れらを再構築しようとしていたこと、それゆえ、デューイ実験学校において、デューイと教師たちが、
心理的諸要因と社会的諸要因の同等の調和という基本的な問題に取り組んだことを明らかにした。 
  デューイ実験学校においては子どもの活動がカリキュラムの統合の基礎であり、オキュペーション
を基軸に構築されたカリキュラムは個人的な諸目的と社会的な諸目的の架け橋を与えた。第４章では、
実験学校において、家庭と学校と社会の連続性を保持するために衣・食・住に関連した典型的な活動
をカリキュラムの中心に位置づけることが構想され実践されたこと、オキュペーションの着想がカリ
キュラムの開発過程の中で洗練し発展させられたこと、さらに初等学校低学年での既存の教科に替わ
るカリキュラムの構成要素として社会的オキュペーションが確立したことを明らかにした。 
 第５章では、デューイ実験学校は当初の万能型の教師から専門型の教師へと移行し、教員組織の部
門制を採用することになったが、教師の協同とオキュペーションによる教材の統合をカリキュラム開
発に組み込むことにより、カリキュラムの分裂を回避できたこと、また、教師たちに知的責任を伴う
知的自由を保障していたこと、知的自由と組み合わされた協同が技術的な訓練よりも価値ある授業実
践を達成するより良い方法を与えたこと、教師の実践報告に基づく教師会議がこの実験学校の円滑な
運営を保障したことを明らかにした。さらに、デューイ実験学校とシカゴ大学の教員たちとの連携、
実験学校の保護者会の目的と役割についても考察し、探究的・協同的な学びの文化が子どもや教師だ
けでなく、保護者やシカゴ大学の教師を巻き込みながら拡大されていったことを明らかにした。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 ジョン･デューイの教育思想・理論（以下、デューイ教育論）に関する研究は、アメリカでも日本
でも数多く行われてきた。しかし、デューイの下で組織されたシカゴ大学付属実験学校（略称、デュ
ーイ実験学校）に関する実証的な研究はそれほど多くはない。最近では、デューイ教育論とその実験
学校におけるカリキュラム開発とを結びつけてデューイ教育論を検証する研究が盛んである。本研究
は、様々なデューイ教育論に関する研究の中にあって、デューイ実験学校で開発されたカリキュラム
に着目して、当時の実践記録等の資料を丹念に分析して、それをアメリカにおける教育史的な文脈の
中で再解釈し、その特色をなす統合的なカリキュラム開発の教育学的意義を問い直した。 
本論文は、序章と終章を含めて 7 つの章からなる。 
序章では、デューイ実験学校で開発されたカリキュラムについて、その先行研究を整理してそれらの
問題点を指摘している。それは、次の 4 つにまとめられる。第 1 にアメリカ当時のカリキュラム諸理論
に関する歴史的文脈が看過されている、第 2 にアメリカのヘルバルト主義との関連性が十分に明らかに
されていない、第 3にカリキュラム開発の中心的な概念である 3つの概念、すなわち「典型的な活動」、
「オキュペーション」、「社会的オキュペーション」の相互関連が十分に解明されておらず、またその
歴史的文脈の把握も欠如している、第 4 にデューイ実験学校の教員による協同カリキュラム開発の観点
が十分には考察されていない。これら指摘された４つの問題点については、本研究を特色づけるアプロ
ーチの枠組を提供しており、以下の各章で詳しく論述されている。 
第 1章では、20世紀への転換期におけるアメリカのカリキュラム諸改革運動について、当時支配的で
あった人文主義に対する３つの批判的な潮流に着目して、デューイにおけるカリキュラム理論の輪郭を
捉えている。 
第２章では、アメリカのカリキュラム諸理論に大きな影響を与えたヘルバルト主義がデューイのカリ
キュラム理論においてどのように批判的に摂取されたかについて論じている。パーカーによる中心統合
法に批判的となった。本論ではデューイの立場がヘルバルト主義者の文化史段階説を教育的により明確
に限定し活用しようとするものであると説く。また、これまでの研究ではあまり扱われてこなかったデ
ューイのブリカム･ヤング･アカデミー講義録に関する全般的な分析によって、デューイのカリキュラム
理論形成に再解釈の道を開いたといえる。 
第３章では、デューイ実験学校で構想され組織されたカリキュラムについて、それが心理的諸要因と
社会的諸要因を「同等」に考慮して構想されたことを論述している。とくにW.T.ハリスの主知主義的・
人文主義的なカリキュラム理論に着目して、心理的な観点を軽視したハリスの社会的決定論の立場への
批判を通して、デューイがカリキュラムの心理的諸要因を社会的諸要因と等しく重視するようになった
ことを明らかにしている。そして、心理的、社会的両要因の「調和」を図るのがオキュペーションを基
軸に構築されたカリキュラムであったと結論づけている。 
第４章では、デューイ実験学校における統合的なカリキュラムに果たした「オキュペーション」の役
割について、その授業実践記録の分析から説き起こしている。 デューイ実験学校にはその開設時から多
くの教育実践記録が残されている。ただし、これらの教師の立場から記述された授業実践については、
なお看過されている側面があるのではないかという疑問が残る。とはいえ、本論は、これらの実践記録
について丹念に考察して、幾つかの新しい知見を引き出している点は高く評価できる。また、アメリカ
は、いち早く大衆的な職業教育を組織し普及させた国であるが、デューイ実験学校で開発された「オキ
ュペーション」がその内容と誤解されぬよう「構成的な活動」という用語を使用していた。また、オキ
ュペーションと区別して、とくに低学年向けに「社会的オキュペーション」を使用していたことを明ら
かにしている。 
第５章では、デューイ実験学校のカリキュラムが、デューイおよび実験学校の教師のみならず、シカ
ゴ大学の教員スタッフや学生との連携、さらに生徒の保護者との協力によって開発されていたことを論
証している。授業実践記録の精査・考察に基づく論述は、これまでのデューイ実験学校研究の中でも先
駆的な業績と見なしうる。 
以上の論述を踏まえて、終章ではこの研究の総括と今後の課題が述べられる。また、その特色あるカ
リキュラム理論では、学年別に記述された授業記録を用いて、子どもの学習（学び）の履歴（経験）と
いう現代的な観点から統合的なカリキュラムを再解釈することを課題に掲げている。それは、現代日本
の小学校カリキュラムを反省的に見る上で、多くのインプリケーションが期待できるからである。  
全体として丹念で実証的な記述は、長年にわたる筆者の研究の積み重ねによるものといえる。ただし、
本論の第 3 章と第 4 章で論じられたカリキュラム開発論と密接な関係にある授業論については、考察が
必ずしも十分に行われていないのではないかという点が指摘できる。教師による授業実践記録には、教
え学ぶ過程に生じる教師の授業に対する記述が予想できるからである。しかしながら、そのような教育
方法学としての問題関心の発展は今後の課題となりうるといえるであろう。 
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士(文学)の学位を授与するに値すると認められる。 
 
